






























































られる。権力政治（power politics）の論理は怒りの修正理論（recalibrational theory of 
anger）により、アナーキー（anarchy）における国家間の闘争はゼノフォビア（xenophobia）の
心理メカニズムにより科学的に裏付けられる。 





















ていく同心円上の 3 層構造になっている。中心に位置している第 1 層には進化政治学、第 2
層にはリアリズムが位置している。そして第 3 層には具体的なモデルが位置しており、それを
提示するのが、第 5章から第 7章の中心的テーマである。 
























第 7 章では指導者が敵国への怒り、特に義憤（moral outrage）を利用し動員のハードルを
克服するという怒りの報復モデル（revenge model of anger）を構築して、可能性調査に基づ
き日本の対米開戦（1941年）を典型的事例として例証する。なぜ日本は 1941年の時点で約 8
倍の潜在力を持つアメリカとの開戦を決定したのか。 
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義憤は動員のハードルを克服して攻撃に向けたコンセンサスを生みだす。そのため好戦的
エリートにとり国内アクターの間で義憤を引き起こす、敵国の裏切り行為は欲してやまない戦
略的資源である。この典型的事例が日米戦争直前に起きたアメリカによるハル・ノートの提示
であり、波多野澄雄が述べているように、「ハル・ノートは開戦決意を最終的に固めるうえでも、
また国論の一致に貢献する意味でも、まさに『天佑』」になっていた。すなわちハル・ノートがも
たらした義憤により、それまで分裂していたタカ派とハト派の間で、対米開戦に向けたメンタ
ル・コーディネーションが達成されたのである。終章では論文を総括して、研究の意義と課題
を示す。 
